
実体験編（災害編）
～BCP作成時どう立案したらよいか～
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BCP（Business Continuity Plan）
とは
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東北地方
福島県の位置
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生 愛 ガ ー デ ン

生愛レジデンス
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・ 特 別 養 護 老 人 ホ ー ム

・高齢者グループホーム

内 科 ・ 整 形 外 科 ・ リ ハ ビ リ テ ー シ ョ ン 科
口 腔 外 科 ・ 神 経 内 科 ・ 歯 科

入 居 30名

入 居 9 名

社会福祉法人 生愛福祉事業団

（福島県福島市）

医療法人 生愛会

地域複合型総合施設
生 活 期

・生愛会中央医療クリニック

・ヘルスケアスクール（ ﾃﾞｲ・ｹｱ：40名） ・生愛会ホームヘルプステーション

・福島市信陵地域包括支援センター ・地域交流館（介護予防カフェ・ｶﾅﾘｱ）

附 属 介 護 老 人 保 健 施 設

・生愛会ナーシングケアセンター （平成9年4月開設 入所 100名、通所 40名）

・生愛会居宅介護支援センター

医療法人 生愛会

生愛会グループの概要

（平成26年4月開設）

生愛会 総合ﾘﾊﾋﾞﾘﾃｰｼｮﾝ医療ケアセンター

・生愛ヒルトップ・ルネサンス（サ高住：44戸）

医療 保健 福祉 総合11事業 総職員数200名



2011・3・11

東日本大震災の経験から
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東日本大震災

医療法人 生愛会

日時：2011（平成23）年3月11日（金）

午後2時46分

震源：太平洋三陸沖

最大震度：震度７（マグニチュード9.0）
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医療法人 生愛会医療法人 生愛会

ガソリンを求め市内のスタ

ンドに長蛇の列ができる。

信号も停止し一時パニック

状態となる。更に、5時間

並んでも1000円分の給油

制限がされていた。

震災直後のライフライン等の状況

①停電（３日間）

②断水（３日間） ※市内水道は1週間の断水

③エレベーター停止（３日間）
④固定電話不通（４日間）
⑤ガソリンの供給困難
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震災発生後からの経過

医療法人 生愛会

2011（平成23）年3月11日（金）
午後2時46分
東北地方太平洋沖地震発生
震度 7 マグニチュード 9.0

福島市内全域

電気・水道・電話が使えなくなる！

法人内の状況
①3階廊下のスプリンクラーが破損しフロア廊下が水浸しとなる。
②外壁・内壁・エアコン・誘導灯の脱落、エレベーターが2日間使
用不能となる。

③強い揺れにより、5階部分のエレベーター機械室内の壁と
床の間に約1cmの隙間が生じる。

④屋上階のスプリンクラータンク損壊。
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生愛会グループ災害対策本部の設置
【3/11～3/25】

医療法人 生愛会

携帯電話が使用不能になったため、いかに職員間の情報共
有をしていくかが課題となった。そこで、連絡の有無に関わら
ず毎日３時間毎に一堂に会するよう、リスクマネジャーから幹
部職員に指示を出した。そして、現状の報告を行い、生愛会グ
ループ（クリニック・老健・特養・ｸﾞﾙｰﾌﾟﾎｰﾑ）理事長の陣頭指
揮のもとに迅速にトップからの指示に対応していった。
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第一に利用者の安全確保！
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停電後は消防用自家発電機が機能していたが、２時間
後にはそれもストップする。
２階・３階が療養室となっており、利用者を各階のｻｰﾋﾞｽ
ｽﾃｰｼｮﾝ前へ誘導。寝たきりの方はベッドごと移動して一箇
所に集まってケアを行なう。
震災時、福島の気温は朝晩

氷点下となり、降雪が続く中、
停電によって暖房（エアコン）が
使用できず、利用者の暖は衣
服を厚着してもらいながら、毛
布等で寒さ対策を行なった。



外部の情報を得るために
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強い余震が頻繁に発生していたが、停電によりテレビ
から情報を得られず、電話もつながりにくい状況であった。
そのような状況が続く中で情報を得るためにはラジオが
有効な手段であり、特に手巻き充電式のラジオは乾電池
不足の時に役立つ備品であり貴重な情報源であった。

（参考）

1分間あたり120回転

ハンドルを回した場合

連続待ち受け 約90分

連続通話 約 3分

医療法人 生愛会



断水による飲料水の確保

医療法人 生愛会

生愛会グループから約２㎞の場所に
位置する安養寺の名水

飲料水の確保に地元の
湧き水を使用

【震災翌日の3/12】
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福島市内の小学校に給水所を設け
ている

福島市内の給水所では3～
4時間並び、6リットル配給

医療法人 生愛会



医療法人 生愛会

断水による飲料水以外の
生活用水の確保

生愛会グループ隣りを流れる川
（一級河川八反田川）

トイレや汚物処理等に使用する水は川の水を使用

【震災翌日の3/12】
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地元消防団からの協力を得て

10㌧の水をふろ場に貯め、隣接の特養30床
分1日1㌧の使用を想定し、10日間分を確保
した。

※ （ 1㌧は2ℓﾍﾟｯﾄﾎﾞﾄﾙ500本分）

度重なる余震によって、今後
も断水が予測され、清拭や洗
濯等に使用する水をふろ場に
貯めて置く。

地元消防団とは、普段から消防訓練など
で関わり合いを強化していた。

14医療法人 生愛会



医療法人 生愛会

食事はワンプレート式
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断水によって食器洗浄ができない状況にあり、食器の使用枚数を
減らす。また、エレベーターが止まり、暗い中を階段で食事を運ば
なくてはならなかったため、運び易い利点があった。

ワンプレート式の
常食とﾐｷｻｰ食

本震・余震により頻回にエレベーターが
停止したため、人海戦術で２階・３階フロ
アへ食事を運ぶ。



震災時に不足した物品・物資
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①飲料水

②オムツ・パット等の

衛生保清材料

③医薬品

④清拭用タオル

⑤給食材料（流動食）

⑥乾電池

⑦口腔ケアセット etc…

医療法人 生愛会



度重なる余震の影響

医療法人 生愛会

4月5日

4月21日医療法人 生愛会

本震後も度重なる余震が続き
震度4以上の余震が8月31日
まで200回発生（気象庁発表）

施設（井戸水を使用）の給水
圧が弱くなり、「何かおかしい
!?」と外周を点検するとメイン

水道管から分かれている副
枝管が破損しており、2度の
断水が起こった。
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家具等の転倒・落下防止対策のために
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突っ張り棒を活用し

高さのある家具等は、

なるべく壁に接する

位置に設置する

家具や棚が転倒し通路を

塞いでしまうことを考慮し、

廊下や出入口付近への設

置は控える
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震災の経験からBCPを作成



医療法人 生愛会

自施設の場所の災害発生について、県・市町村
のハザードマップ等を確認しておく
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医療法人 生愛会 22

介護施設・事業所におけるBCPガイドラン（厚労省）

自然災害 感染症発生時
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全老健版 震災マニュアル



大地震 グラッときたら、まずは人命最優先！

医療法人 生愛会

☆揺れているときは何もできない

自分と周囲の人の身の安全を最優先

☆ドアを開け、出口の確保をすること

建物が歪み、ドアが開かなくなる危険がある
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医療法人 生愛会

重要書類の保全、備蓄品の整備・点検

■重要書類は安全な場所に保管する

■重要書類の内訳

■個人情報の管理・保全

■備蓄品の目安は最低５日分以上～１週間

■非常用備蓄品（水・食糧・その他）

介護老人保健施設 震災マニュアル 10P～
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医療法人 生愛会

日頃の備えを万全に！ 点検・確認！

☆施設内・外の危険個所を毎月1回点検

☆常備品は常に充分な量があるかを点検

☆施設車両は燃料が３/４になった時点で満タンに補充

☆自家発電装置の設置

☆非常用持ち出し袋をわかりやすい場所に配置

☆重要書類・貴重品は耐火金庫で保管
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医療法人 生愛会

常備品リスト
□消火器

□懐中電灯

□乾電池

□携帯ラジオ

□非常用ランタン

□非常用ろうそく/マッチ/ライター

□カセットコンロ

□予備燃料

□救急箱、医薬品

□消毒用アルコール

□マスク

□ゴム手袋/軍手

□トイレットペーパー

□ティッシュペーパー

□ウェットティッシュ

□タオル/毛布

□ビニールシート/古新聞

□おむつ・男女下着

□ドライシャンプー/洗面具

□食品用ラップ・使い捨て食器

□使い捨てカイロ・冷却シート

□ロープ・粘着テープ

□油性マジック

□ビニール製ゴミ袋・レジ袋

□拡声器

□救出救助用用具

□担架/ストレッチャー/車いす

□台車/リヤカー

□ポリタンク/汲み置きの水

□飲料水/非常食/流動食

介護老人保健施設 震災マニュアル 12P～
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医療法人 生愛会

施設・設備の点検

■部屋別にみる安全対策

■施設の外周り（ブロック塀など）の点検

■自家発電装置の設置・点検

■施設内・外の避難場所を指定し、周知させる

介護老人保健施設 震災マニュアル 6P～
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医療法人 生愛会

役割分担・事前の取り決めの周知徹底を！

☆緊急時対策実施組織の構築

☆電話が使えないので事前に

緊急時の職員参集基準を決めておく

☆定期的な訓練の実施

☆地域・行政と日頃からコミュニケーションをとる
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緊急時の職員参集基準
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参集
体制

行動基準 参集人員 連絡体制

待機時

●施設所在市町内で震度
4を記録又は県内で震
度6以上を記録したと
き

●警報レベル3
●避難準備情報

・当直
（当直職員は、施設長に状況を
知らせる。）

理事長、施設長の判断に基づき、
職員連絡網により参集を要する職
員に連絡を入れる。

警戒時

●施設所在市町内で震度
5弱を記録したとき

●警報レベル4
●避難勧告

・理事長、施設長
・各班責任者
・各班であらかじめ定めた夜間
参集可能な職員

電話が繋がりにくくなるため一斉
メール等により、参集の可否に関
わらず連絡する。

非常時

●施設所在市町内で震度
6以上を記録したとき

●警報レベル5
●避難指示

・全員 同上
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医療法人 生愛会

非常時持ち出し袋の準備

■非常時持ち出し袋の重要性

■非常時持ち出し袋を置いておく場所

■非常時持ち出し袋の中身

介護老人保健施設 震災マニュアル 14P～
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非常時持ち出し袋リスト

□懐中電灯（頭部につけるタイプ）

□携帯ラジオ （手巻き式・ソーラー発電）

□携帯電話用バッテリー（電池タイプ）

□予備用乾電池（懐中電灯、携帯ラジオ、

携帯電話のバッテリー用）

□非常用の笛（救助を呼ぶ際など）

□職員・利用者の緊急連絡先一覧

（プリントしたもの）

□現金（公衆電話用に１０円玉多めに）

□車のキー（スペアキーを作っておく）

□救急医療品セット

□タオル数枚、レジャーシート

□トイレットペーパー

□ティッシュペーパー

□ウェットティッシュ

□使い捨てカイロ（寒冷地は特に）

□筆記用具

□非常食（飴やチョコレートなど）

□飲料水（重いので最小限の量）

□防災ずきん、ヘルメット

（各人が個人で用意するのが好ましい）

□アーミーナイフセット

介護老人保健施設 震災マニュアル 15P～
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医療法人 生愛会

●食事の提供

①食事形態別の提供が難しい場合には主食を
粥食に統一

②職員の出勤率によっては1日2食の提供

➂食器洗浄業務ができない場合、食器にラップ
を敷いて提供
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災害時の優先業務の一例

非常食献立は最低5日分を準備



医療法人 生愛会

●入浴業務

①断水時は中止

②職員の出勤率によっては清拭または衣類交換で対応
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災害時の優先業務の一例
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●排泄業務

①断水時などはオムツ・パットやポータブルトイレを
設置して対応

②ポータブルトイレはビニール袋を使用して対応

➂定時の排泄介助から利用者の訴え時に都度対応
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災害時の優先業務の一例


